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集
落
営
農
は
地
域
内
の

農
家
が
農
地
や
機
械
を
共

同
利
用
し
な
が
ら
農
業
生

産
の
一
部
ま
た
は
全
部
を

共
同
で
行
う
営
農
組
織
。

農
林
水
産
省
は
代
表
者

が
代
わ
っ
て
も
経
営
を
続

け
や
す
く
な
る
よ
う
法
人

化
を
勧
め
て
き
た
が
、
今

回
、
法
人
数
が
2
0
0
5

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初

め
て
減
少
に
転
じ
た
。
非

法
人
は
年
々
減
少
し
て
い

る
が
、
法
人
数
と
集
落
営

農
に
占
め
る
法
人
割
合
は

こ
れ
ま
で
微
増
傾
向
で
推

移
し
て
い
た
。

▽
農
事
組
合
法
人
の
み
減

少
―
後
継
者
が
農
民
に
限

定
さ
れ
る
点
が
要
因
か
―

法
人
の
中
で
も
減
少
し

て
い
る
の
は
農
事
組
合
法

人
だ
け
で
、
前
年
同
期
か

ら
1
・
5
％
減
少
し
た
。

農
事
組
合
法
人
は
設
立
時

の
登
録
免
許
税
が
非
課
税

に
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

が
、
組
合
員
に
な
れ
る
の

は
原
則
と
し
て
農
民
に
限

ら
れ
る
た
め
、
後
継
者
の

選
定
に
制
約
が
か
か
る
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
こ
の

点
が
減
少
に
つ
な
が
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
多
角
経
営
や
構

成
員
が
農
民
に
限
定
さ
れ

な
い
た
め
雇
用
確
保
が
し

や
す
い
株
式
会
社
や
合
同

会
社
な
ど
の
会
社
法
人
は

同
1
・
7
％
増
加
し
た
。

▽
目
立
つ
設
立
10
〜
20
年

の
法
人
の
減
少

前
年
か
ら
の
増
減
数
を

法
人
設
立
年
次
別
に
見
て

み
る
と
、
令
和
以
降
は
増

加
し
て
い
る
が
、04
年（
平

成
16
年
）
以
降
は
大
き
く

減
少
し
て
い
る
。
設
立
か

ら
10
〜
20
年
が
経
過
し
て

設
立
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化

し
、
担
い
手
が
確
保
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と

み
ら
れ
る
。
集
落
営
農
は

本
来
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
の
中
で
地
域
ぐ
る
み

で
農
地
を
守
り
、
効
率
的

な
農
業
経
営
と
農
村
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
図
る

仕
組
み
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
が
解

散
の
理
由
で
あ
れ
ば
、
今

後
も
減
少
数
は
増
加
す
る

可
能
性
が
高
い
。

集
落
営
農
法
人
数
が
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
農
林
水
産
省
の
「
集
落
営
農
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
2
0

2
6
年
2
月
1
日
時
点
の
法
人
数
は
5
7
9
6
で
、
前
年
同
期
と
比
べ

て
1
・
0
％
に
当
た
る
56
法
人
減
少
し
た
。
減
少
数
は
平
成
中
期
以
降

に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
多
く
、
集
落
営
農
で
も
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

株
式
会
社
諸
岡
と
三
菱

マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株
式
会

社
は
6
月
3
日
、
三
菱
マ

ヒ
ン
ド
ラ
農
機
が
開
発
し

て
い
る
新
型
フ
ル
ク
ロ
ー

ラ
ト
ラ
ク
タ
の
開
発
資
産

を
諸
岡
へ
譲
渡
す
る
契
約

を
締
結
し
た
。

諸
岡
は
1
9
9
0
年
か

ら
約
10
年
間
、
大
型
ゴ
ム

ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
の
製

造
販
売
事
業
を
展
開
し
、

国
内
外
に
累
計
約
2
8
0

0
台
を
供
給
し
た
が
、
00

年
に
同
事
業
を
終
了
し
て

い
た
。
一
方
、
三
菱
マ
ヒ

ン
ド
ラ
農
機
は
大
型
フ
ル

ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
の
開

発
・
製
造
販
売
を
20
年
以

上
継
続
し
、
市
場
展
開
を

進
め
て
き
た
。

諸
岡
は
こ
れ
を
機
に
、

農
業
分
野
に
加
え
、
建

設
・
林
業
分
野
で
の
事
業

拡
大
、
海
外
市
場
の
開
拓

な
ど
の
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
と
し
て
い
る
。

集
落
営
農
法
人
初
の
減
少

高
齢
化
・
担
い
手
不
足
で
継
続
困
難
に

農 水 省

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
か
ら
新
型
フ
ル

ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
の
開
発
資
産
を
取
得
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政
府
は
5
月
29
日
の
閣

議
で
「
2
0
2
5
年
度
食

料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

を
決
定
し
た
。

今
回
の
白
書
で
は
「
令

和
の
米
騒
動
」
を
特
集
。

2
0
2
4
年
夏
以
降
の
米

不
足
と
米
価
高
騰
に
つ
い

て
、
価
格
高
騰
の
主
な
要

因
が
「
生
産
量
が
需
要
量

を
下
回
り
需
給
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
た
」
と
し
、
か

つ
、
農
林
水
産
省
が
「
米

は
足
り
て
い
る
」
と
繰
り

返
し
、「
流
通
が
目
詰
ま

り
し
て
い
る
」
と
流
通
に

責
任
転
嫁
し
た
た
め
に
対

応
が
遅
れ
た
こ
と
を
認
め

た
。
白
書
に
は
、
当
時
の

石
破
政
権
下
に
お
け
る

「
米
の
安
定
供
給
等
実
現

関
係
閣
僚
会
議
」
に
お
け

る
検
証
な
ど
が
整
理
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。

▽
需
要
量
増
加
の
一
方
で

見
通
し
は
減
少
あ
り
き

24
年
夏
以
降
、
米
不
足

と
価
格
高
騰
が
深
刻
化

し
、
25
年
5
月
の
小
売
価

格
は
前
年
の
約
2
倍
に
達

し
た
。
背
景
に
は
、
人
口

減
少
に
よ
る
需
要
減
を
前

提
と
し
た
行
政
の
見
通
し

が
あ
る
。
実
際
に
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
や
精
米
歩

留
ま
り
の
悪
化
に
よ
る
玄

米
ベ
ー
ス
で
の
必
要
量
の

増
加
に
加
え
、
パ
ン
や
パ

ス
タ
な
ど
の
値
上
げ
が
続

い
た
こ
と
か
ら
、
相
対
的

に
値
頃
感
の
あ
っ
た
米
の

家
庭
で
の
購
入
量
が
増
え

1
人
当
た
り
の
消
費
量
が

増
加
し
て
い
た
た
め
、
需

要
見
通
し
と
実
際
の
需
要

と
に
乖
離
が
生
じ
た
。

▽
流
通
実
態
の
未
確
認
と

不
安
感
が
価
格
高
騰
の
発

端
にこ

う
し
た
状
況
か
ら
、

流
通
現
場
は
生
産
量
が
需

要
量
に
対
し
て
不
足
し
て

い
る
と
の
認
識
と
な
り
、

民
間
在
庫
の
取
り
崩
し
を

開
始
し
た
。

実
際
に
は
25
年
産
米
は

需
要
量
を
上
回
る
生
産
量

だ
っ
た
が
、
24
年
夏
か
ら

続
く
米
の
不
足
感
か
ら
、

流
通
現
場
が
不
安
感
を
払

拭
で
き
ず
翌
年
の
端
境
期

に
米
が
不
足
す
る
と
の
見

方
が
高
ま
り
、
生
産
量
が

判
明
す
る
前
に
集
荷
競
争

が
激
化
、
短
期
間
で
の
価

格
高
騰
に
つ
な
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
省
は
こ
の

段
階
で
も
生
産
量
が
足
り

て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、

流
通
実
態
の
把
握
に
消
極

的
か
つ
情
報
発
信
も
不
十

分
で
、
加
え
て
政
府
備
蓄

米
の
放
出
も
遅
れ
た
た

め
、
事
態
が
悪
化
す
る
一

方
と
な
っ
た
。

▽
民
間
在
庫
は
3
年
前
か

ら
安
定
量
未
満

白
書
に
は
6
月
末
の
民

間
在
庫
量
の
推
移
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
23
年
時
点
の
在
庫

量
は
1
5
3
万
ト
ン
。
安

定
目
安
量
と
さ
れ
る
1
8

0
〜
2
0
0
万
ト
ン
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
た
。
白

書
は
こ
の
点
に
何
も
触
れ

て
い
な
い
が
、
同
省
は
す

で
に
出
て
い
た
米
不
足
の

予
兆
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

▽
民
間
輸
入
米
は
前
年
の

約
95
倍

短
期
間
で
の
価
格
高
騰

は
外
国
産
米
の
輸
入
急
増

を
招
き
、
25
年
の
民
間
輸

入
米
は
前
年
の
約
95
倍
と

な
る
9
万
6
8
3
4
ト
ン

に
達
し
た
。
格
安
な
輸
入

米
は
短
期
的
に
は
消
費
者

の
選
択
肢
拡
大
に
つ
な
が

る
が
、
長
期
的
に
は
国
産

米
の
需
要
が
減
少
す
る
こ

と
で
離
農
が
進
み
、
国
内

の
生
産
基
盤
を
弱
め
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。

＊

白
書
は
今
後
の
対
策
と

し
て
、
直
播
栽
培
な
ど
の

普
及
や
再
生
二
期
作
な
ど

新
た
な
技
術
の
確
立
、
高

温
耐
性
・
多
収
品
種
へ
の

切
替
え
を
推
進
す
る
と
共

に
、
多
様
化
す
る
実
需
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
流
通
な
ど
の
共
同
化
の

取
組
や
、
小
売
事
業
な
ど

と
生
産
性
向
上
に
取
り
組

む
産
地
と
の
長
期
契
約
に

基
づ
く
直
接
取
引
な
ど
の

モ
デ
ル
構
築
へ
の
支
援
に

よ
り
、
米
の
流
通
構
造
の

合
理
化
・
効
率
化
な
ど
を

推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

米
国
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ

シ
コ
が
共
催
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
現

地
時
間
6
月
11
日
に
開
幕

し
た
。
米
国
で
Ｗ
杯
が
開

か
れ
る
の
は
1
9
9
4
年

以
来
2
回
目
と
な
る
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
初

め
て
開
催
さ
れ
た
の
は
1

9
3
0
年
。
南
米
ウ
ル
グ

ア
イ
に
13
カ
国
が
集
結
し

第
1
回
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
以
来
、
規
模
や
方
式

は
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
30
年
代
は
ノ
ッ
ク
ア

ウ
ト
方
式
や
グ
ル
ー
プ
リ

ー
グ
制
が
混
在
。
そ
の
後

も
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
現

在
の
方
式
に
な
っ
た
の
は

98
年
。
こ
の
間
、
参
加
国

数
は
54
年
か
ら
16
カ
国
、

82
年
か
ら
32
カ
国
と
規
模

を
拡
大
し
、
現
在
に
至

る
。そ

し
て
、
23
回
目
と
な

る
今
大
会
で
は
様
相
が
大

き
く
変
わ
る
。
ま
ず
、
参

加
国
数
が
48
に
増
加
。
試

合
数
は
64
か
ら
史
上
最
多

の
1
0
4
と
な
る
。
ま
た

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
前

後
半
そ
れ
ぞ
れ
で
3
分
間

の
飲
水
タ
イ
ム
が
義
務
付

け
ら
れ
た
。
45
分
×
2
ラ

ウ
ン
ド
が
20
数
分
×
4
ラ

ウ
ン
ド
に
な
る
の
だ
か

ら
、
試
合
展
開
に
大
き
く

影
響
す
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
と
控
え
選
手
の
た
め

に
、
気
候
制
御
さ
れ
た
ベ

ン
チ
が
設
置
さ
れ
る
。

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

方
法
も
刷
新
。
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

は
需
要
に
応
じ
て
価
格
を

変
え
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
を

採
用
。
購
入
希
望
者
が
増

え
れ
ば
価
格
が
上
が
る
シ

ス
テ
ム
だ
。
チ
ケ
ッ
ト
は

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
公
式
サ
イ
ト

で
販
売
さ
れ
、
同
サ
イ
ト

に
は
転
売
用
の
ペ
ー
ジ
も

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
販
売
方
法
が
チ
ケ
ッ
ト

を
と
ん
で
も
な
い
価
格
に

押
し
上
げ
た
。

価
格
動
向
を
ま
と
め
て

い
る
「
チ
ケ
ッ
ト
デ
ー

タ
」
に
よ
る
と
、
決
勝
戦

の
最
安
値
は
日
本
時
間
5

日
正
午
時
点
で
約
1
1
6

万
円
。
米
ス
ポ
ー
ツ
専
門

局
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
に
よ
る
と
、

転
売
サ
イ
ト
で
は
4
月
、

決
勝
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
が
1

枚
約
3
億
6
8
0
0
万
円

で
出
品
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が

確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
日

本
の
1
次
リ
ー
グ
3
試
合

も
オ
ラ
ン
ダ
戦
約
10
万
6

8
8
0
円
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

戦
約
7
万
4
7
2
0
円
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
約
7
万

9
6
8
0
円
。

高
騰
は
電
車
賃
に
も
及

ぶ
。
決
勝
戦
会
場
と
な
る

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で

は
、
試
合
当
日
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
中
心
部
か
ら
ス
タ

ジ
ア
ム
最
寄
り
駅
ま
で
の

鉄
道
往
復
運
賃
が
約
1
万

6
0
0
0
円
。
通
常
運
賃

の
7
倍
以
上
だ
。

さ
ら
に
深
刻
な
問
題
が

あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド

サ
ー
ビ
ス
が
渡
航
デ
ー
タ

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
Ｗ

杯
出
場
国
の
25
％
以
上
が

入
国
禁
止
や
厳
し
い
規
制

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ハ
イ
チ
、
イ

ラ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
コ
ー

ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
な
ど
は
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
入
国
禁
止

や
ビ
ザ
発
行
を
厳
し
く
規

制
し
て
い
る
た
め
、
サ
ポ

ー
タ
ー
は
米
国
に
入
れ
な

い
。
イ
ラ
ン
代
表
チ
ー
ム

が
試
合
の
1
日
前
か
ら
し

か
米
国
に
入
国
で
き
な
い

と
い
う
事
態
も
発
生
し
て

い
る
と
い
う
。

誰
の
た
め
の
大
会
な
の

か
。
観
た
い
人
が
気
楽
に

観
ら
れ
る
、
純
粋
に
試
合

を
楽
し
め
る
39
日
間
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。

実
態
把
握
に
消
極
的
・

情
報
発
信
不
足
と
自
省

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
誰
の
も
の
？

農
林
水
産
省
は
5
月
20

日
、
4
月
末
時
点
の
水
田

に
お
け
る
作
付
意
向
調
査

結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
2
0
2
6
年

産
主
食
用
米
の
作
付
面
積

は
1
月
末
か
ら
0
・
2
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
、
1

3
6
万
3
0
0
0
ヘ
ク
タ

ー
ル
だ
っ
た
。
前
年
よ
り

0
・
4
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
少

な
い
が
、
ほ
ぼ
同
等
と
な

る
。
こ
の
ま
ま
進
め
ば
主

食
用
米
の
生
産
量
は
7
3

3
万
ト
ン
と
な
り
、
適
正

生
産
量
を
22
万
ト
ン
上
回

る
。25

年
産
実
績
よ
り
増
産

意
向
を
示
し
た
の
は
、
岩

手
県
・
茨
城
県
・
栃
木

県
・
静
岡
県
・
岐
阜
県
・

滋
賀
県
・
島
根
県
・
山
口

県
・
福
岡
県
・
佐
賀
県
・

熊
本
県
・
宮
崎
県
・
沖
縄

県
の
13
県
。
対
し
て
、
減

産
意
向
を
示
し
た
の
は
青

森
県
・
秋
田
県
・
山
形

県
・
福
島
県
・
徳
島
県
の

5
県
の
み
だ
っ
た
。

一
方
、
不
足
が
見
込
ま

れ
る
飼
料
用
米
は
増
産
が

呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
た

が
、
前
回
調
査
比
で
8
0

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し

た
。
こ
の
他
、
加
工
用
米

は
約
3
万
ト
ン
、
輸
出
用

米
は
約
2
万
〜
4
万
ト

ン
、
米
粉
用
米
は
約
4
万

ト
ン
、
飼
料
用
米
は
約
10

万
〜
20
万
ト
ン
、
そ
れ
ぞ

れ
需
要
に
対
し
て
不
足
す

る
見
通
し
。

２
０
２
６
年
４
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
４６
件
《
農
水
省
》

4
月
は
19
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
46
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。

農
業
機
械
作
業
に
係
る

事
故
は
35
件
で
、
こ
の
う

ち
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

い
な
い
状
態
で
回
転
部
分

に
絡
ま
っ
た
土
や
草
の
除

去
作
業
等
や
整
備
を
行
っ

て
巻
き
込
ま
れ
た
事
故
が

6
件
発
生
し
た
。
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
た
状
態
で

作
業
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
の
転
倒
事
故
が
8
件
。

安
全
フ
レ
ー
ム
を
倒
し
た

状
態
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

未
着
用
で
死
亡
し
た
一

方
、
安
全
フ
レ
ー
ム
と
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
使

用
し
て
軽
傷
で
済
ん
だ
事

例
も
あ
っ
た
。
安
全
装
備

を
正
し
く
使
用
し
、
自
ら

の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
7
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

農
作
業
中
の
熱
中
症
に

よ
る
死
亡
者
は
、
過
去
10

年
間
で
3
0
0
名
近
く
に

上
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く

が
7
〜
8
月
に
集
中
し
て

い
る
。

農
作
業
中
の
熱
中
症
発

症
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た

め
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と

る
、
水
分
や
塩
分
を
補
給

す
る
、
フ
ァ
ン
付
ウ
ェ
ア

や
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
利

用
す
る
、
作
業
場
や
休
憩

所
で
ミ
ス
ト
フ
ァ
ン
を
活

用
す
る
な
ど
「
熱
中
症
対

策
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
新
理
事
長
の
ご
紹
介

▽
山
形
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合

高
橋
章
仁
氏

（
㈲
赤
湯
殖
産
舘
）

◆
行
事
予
定

▽
6
月
25
日
（
木
）

岐
阜
商
組
資
材
展
示
会

▽
7
月
7
日
（
火
）

福
井
商
組
資
材
展
示
会

▽
7
月
10
〜
11
日（
金
土
）

兵
庫
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
会
場
：
河
西
市
県

立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
）

▽
7
月
10
日
（
金
）

広
島
県
中
古
農
機
モ
デ

ル
フ
ェ
ア
（
会
場
：
Ｊ

Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
入
野

事
務
所
駐
車
場
）

▽
7
月
16
〜
17
日（
木
金
）

福
島
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
会
場
：
大
玉
村
プ

ラ
ン
ト
5
駐
車
場
）

▽
7
月
24
日
（
金
）

秋
田
商
組
通
常
総
会

２５年度農業白書

令
和
の
米
騒
動
を
特
集

主
食
用
米
は
前
年
実

績
並
み
変
わ
ら
ず

２６
年
産
作
付
意
向
調
査（
４
月
末
時
点
）
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社
団
法
人
岩
手
県
農
業

機
械
協
会
（
会
長

松
田

和
秀
・
昭
和
10
年
発
足
）

は
6
月
10
日
、
ア
ー
ト
ホ

テ
ル
盛
岡
で
創
立
90
周
年

記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会

を
開
催
し
、
新
た
な
門
出

を
祝
っ
た
。

開
催
に
当
た
り
松
田
和

秀
会
長
は
「
岩
手
県
全
国

農
業
機
械
実
演
展
示
会

は
、
農
業
機
械
が
戦
後
の

農
業
の
復
興
と
発
展
を
目

的
と
し
て
昭
和
21
年
に
全

国
に
先
駆
け
て
開
催
さ

れ
、
以
降
、
農
業
機
械
の

適
正
導
入
に
よ
る
農
業
経

営
の
高
度
化
支
援
と
と
も

に
、
メ
ー
カ
ー
並
び
に
会

員
同
士
の
切
磋
琢
磨
を
通

じ
て
、
新
製
品
の
開
発
・

改
良
に
も
貢
献
し
て
き

た
。
近
年
の
農
業
情
勢
は

生
産
資
材
の
高
騰
や
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
の
加
速

な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
意
欲
的
な
個

別
経
営
体
や
集
落
営
農
法

人
は
増
加
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
担
い
手
経
営
体
に

と
っ
て
ス
マ
ー
ト
農
業
機

械
な
ど
高
性
能
機
械
は
不

可
欠
で
、
今
後
は
こ
れ
ら

の
機
械
を
導
入
す
る
か
ど

う
か
か
ら
、
経
営
発
展
に

ど
う
生
か
す
か
が
問
わ
れ

る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
当
協
会
と
し
て
も
、

こ
う
し
た
機
械
の
計
画
的

導
入
や
先
進
技
術
を
生
か

せ
る
人
材
育
成
な
ど
に
取

り
組
み
な
が
ら
県
農
業
の

発
展
に
尽
力
し
て
い
く
の

で
、
一
層
の
ご
指
導
ご
支

援
を
賜
り
た
い
」
と
述
べ

た
。会

は
、
表
彰
式
を
経

て
、
記
念
講
演
「
ス
マ
ー

ト
農
業
で
切
り
拓
く
岩
手

農
業
の
未
来
」
を
行
い
、

祝
賀
会
へ
と
移
行
し
た
。

な
お
、
今
年
の
岩
手
県

全
国
農
業
機
械
実
演
展
示

会
は
、
8
月
20
日
か
ら
22

日
の
3
日
間
、
ツ
ガ
ワ
未

来
館
ア
ピ
オ
・
岩
手
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
。

全
集
連
は
穀
物
の
集

荷
・
販
売
を
行
う
Ｊ
Ａ
系

統
以
外
の
集
荷
業
者
の
全

国
組
織
。
会
員
は
31
道
県

組
合
な
ど
34
会
員
で
集
荷

業
者
数
は
約
1
0
0
0
名

に
上
る
。

25
年
度
の
事
業
報
告
に

よ
る
と
、
全
集
連
の
25
年

産
米
の
主
食
用
う
る
ち
米

の
集
荷
数
量
（
26
年
3
月

末
現
在
）
は
12
万
9
6
7

2
ト
ン
で
前
年
産
比
1
3

1
％
だ
っ
た
が
、
販
売
は

6
万
6
8
9
5
ト
ン
に
と

ど
ま
り
、
販
売
進
捗
度
は

52
％
で
前
年
産
比
17
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
た
。

一
方
、
Ｊ
Ａ
系
統
の
今

年
4
月
末
ま
で
の
25
年
産

米
の
全
国
の
集
荷
数
量
に

対
す
る
販
売
数
量
の
割
合

は
44
・
4
％
で
前
年
産
比

13
・
5
ポ
イ
ン
ト
減
。
こ

の
結
果
、
4
月
末
時
点
の

民
間
在
庫
量
は
前
年
同
月

よ
り
81
万
玄
米
ト
ン
多
い

2
4
9
万
玄
米
ト
ン
で
、

14
年
の
2
5
8
万
玄
米
ト

ン
に
次
ぐ
高
水
準
と
な
っ

た
。

▽
米
穀
機
構
調
査
は
「
価

格
下
落
」
の
見
方
強
ま
る

―
在
庫
積
み
上
が
り
が
判

断
要
因
―

米
穀
機
構
は
6
月
4

日
、
米
取
引
関
係
者
に
よ

る
主
食
用
米
の
需
給
と
価

格
の
見
通
し
に
つ
い
て
公

表
し
た
。
い
ず
れ
も
国
内

の
在
庫
状
況
が
判
断
に
大

き
く
影
響
し
た
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
需
給
動
向
に

つ
い
て
は「
緩
ん
で
い
る
」

と
の
見
方
が
強
ま
り
、
現

状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
「
18
」
で

前
月
か
ら
4
ポ
イ
ン
ト
低

下
。
21
年
9
月
に
記
録
し

た
過
去
最
低
の
Ｄ
Ｉ
値

「
14
」
に
迫
っ
て
い
る
。

向
こ
う
3
カ
月
の
見
通

し
も
緩
む
見
方
が
強
ま

り
、
Ｄ
Ｉ
は
「
19
」
で
前

月
か
ら
2
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
た
。
こ
ち
ら
も
13
年
8

月
に
記
録
し
た
過
去
最
低

Ｄ
Ｉ
「
17
」
に
迫
る
。

一
方
、
価
格
に
つ
い
て

は
、
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は

「
62
」
で
前
月
か
ら
3
ポ

イ
ン
ト
低
下
。
向
こ
う
3

カ
月
の
見
通
し
判
断
Ｄ
Ｉ

は
「
23
」
で
前
月
か
ら
5

ポ
イ
ン
ト
低
下
。「
米
価

が
安
く
な
る
」
と
の
見
方

が
前
月
よ
り
強
ま
っ
た
。

全
国
主
食
集
荷
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
全
集
連
）
は
、
25
年
産
米
の
販
売

進
捗
度
が
3
月
末
現
在
で
52
％
と
公
表
し
た
。
Ｊ
Ａ
系
統
も
4
月
末
現
在
で
44
・

4
％
と
、
民
間
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
26
年
産
米
は
4
月
末
時
点

の
作
付
意
向
通
り
に
進
め
ば
7
3
3
万
ト
ン
と
な
り
、
適
正
生
産
量
を
大
幅
に
超

え
る
。
営
農
計
画
書
の
提
出
期
限
と
な
る
6
月
30
日
ま
で
に
不
足
し
て
い
る
非
主

食
用
米
へ
の
転
換
が
ど
こ
ま
で
進
む
か
注
目
さ
れ
る
。

記念式典で挨拶を述べる松田和秀会長

群
馬
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
が
開
催
し
た
創
立

70
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
群
馬
県
農
業
機
械
商

業
協
同
組
合
の
木
村
英
男

理
事
長
が
組
合
功
労
部
門

で
関
東
経
済
産
業
局
長
表

彰
を
受
賞
し
た
。

木
村
英
男
氏
は
平
成
11

年
に
理
事
に
就
任
以
降
、

常
務
理
事
・
副
理
事
長
を

歴
任
し
、
平
成
21
年
か
ら

理
事
長
職
を
務
め
て
い

る
。

木村英男理事長

25年産米在庫積み上がり
販
売
進
捗
度
は
全
集
連
52
％
・
Ｊ
Ａ
系
統
44
％

創
立
90
周
年
記
念
式
典
／
祝
賀
会
開
催

木
村
理
事
長
が
関
東
経
済

産
業
局
長
表
彰
受
賞

岩手県農業機械協会

群
馬
県
中
央
会
70
周
年
記
念
式
典
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７～８月は熱中症要注意月間です‼
（８）令和 8年 6月 1 5 日（月曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 5 9 号




